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～ 優しい子・元気な子・賢い子 ～ 
「あた互の子」が創る愛宕小学校   長崎っ子の心を見つめる教育週間 

愛宕小学校児童会は、4 月に代表委員会を 【代表委員会の様子】 
開き、今年度のスローガンと重点目標を話し 
合いました。そこで決まったスローガンは、 
「思いやりと笑顔あふれる 愛宕っ子」です。 
そして、今年度、良くしていきたい重点目標 
が、「はさみ歩きを守ろう」です。 
はさみ歩きを守るための方策として、「６ 

年生が放送をする。」と決まったので、「どん 
な放送をするのかな。」と楽しみにしていた 
ところ、５月の全校集会で「はさみ歩きの歌」 
をアカペラで歌ってくれました。歌のうまさ 
と的確なメッセージに大変感心しました。今 
も毎日、休み時間後に放送しています。 
 また、６月の全校集会では、５年生が自 
分たちで作った「友達」という詩を紹介し 
てくれました。児童集会では、運営委員会 
の皆さんが、「雨の日の過ごし方」を劇にし 
て披露してくれました。シナリオも自分た 
ちで作ったそうです。これらを通して、全 
校児童が、学校での生活を考えて行動する 
ことができています。 
 さらに、高学年の皆さんは委員会活動に 
も熱心に取り組み、６年生はボランティア 
活動も頑張ってくれています。 
 「あた互の子」が、自分たちで学校をより 
良くしてくれることが、大変うれしいです。 

6 月 24 日から 29 日、愛宕小学校では、 

「長崎っ子の心を見つめる教育週間」を 

実施しています。この期間は、「学校、家庭、 

地域住民が連携して、児童生徒が『いのち 

を輝かせて生きようとする心情』を育むと 

ともに、情報モラル教材「SNS ノート・ 

ながさき」を活用し、情報モラルについて 

理解を深める」ことが、長崎県の目標と 

なっています。 

 そのために、この期間に学校開放を行い、 

自由に参観していただいたり、校長講話や 

挨拶運動・集団下校訓練などの活動を地域   【挨拶運動の様子】 

の皆様のお力を借りながら実施したりして 

おります。 

 24 日の校長講話では、植物や動物などの 

小さな命を大切にしている子供たちに、自分 

の命や友達の命を大切にしているかと、問い 

かけながら、「命を大切にする『あた互の子』 

あってほしい」と呼び掛けました。     【集団下校訓練の様子】 

 28 日には、100 人パトロール、29 日には、 

道徳授業参観と懇談会、そしてメディア講演 

会などを予定しております。ぜひ御参加いた 

だき、共に子供たちの心を見つめ、命を守る 

活動に取り組んでまいりましょう。 

 

「はさみ歩きの歌」 
歩こう 歩こう 私は歩く 

歩くの大好き 右側歩こう 

廊下 階段 走らない 

静かに 騒がず 右側通行 

挨拶しながら はさみ歩き 

 

「さんぽ」のメロディーで 

「友達」 
友達って、なんだろう・・・ 

友達って、一緒に遊んでくれる人 

友達って、人を大切にしてくれる人 

・・・・ 

一人ではできないことも 

友達と力を合わせればできる 

友達ってすてきだな 


